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食
育
コ
ラ
ム

「
い
た
だ
き
ま
す
！
」

　
４
月
15
日
号
で
は
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
た

め
の
コ
ツ(

主
食
・
主
菜
・
副
菜
の
３
つ
を
毎
食

揃
え
る
こ
と)

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
手
を
使
っ
て
簡
単
に
自
分
に
合
っ
た

食
事
の
量
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
「
手
ば
か
り
食

事
法
」
を
紹
介
し
ま
す
。
手
ば
か
り
食
事
法
は
、

何
を
ど
れ
く
ら
い
食
べ
て
よ
い
か
、
自
分
に
合
っ

た
量
を
手
を
使
っ
て
量
る
方
法
で
す
。

　
皆
さ
ん
が
普
段
食
べ
て
い
る
食
事
の
量
と
比
べ

て
み
ま
し
ょ
う
。

○おすすめ！手ばかり食事法のチラシは市ホームページをご覧ください。
　市ホームページ→分類から探す(健康・子育て・福祉)→健康情報

副菜

１日５皿

手のひらの大
きさ

主菜

１日分

両手に薄く乗
る量

主食

毎食１杯

両手で包むこ
とができる大
きさ

市役所からのお知らせ

今号の表紙
　市内平等寺に自生するエヒメア
ヤメです。県の稀少野生生物の一
つで、平等寺のエヒメアヤメは市
の天然記念物に指定しています。
　平等寺に住む子どもたちを中心
とした「平等寺エヒメアヤメ保存
会」が40年以上にわたって草刈り
や観察記録の作成をするなど、保
存育成に努めています。
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We are “Team CHIKUSHINO”  チームちくしの 

掲載希望を募集します
　このコーナーへ掲載を希望するクラブ
やサークルを募集します。対象は、筑紫野
市民を中心にして市内で活動している社
会教育団体で、営利目的・会費の一部が
主催者や上部団体の収入になるものを除
きます。詳しくは問い合わせください。
●問い合わせ先
　秘書広報課 広報広聴担当

勝
しょう

利
り

を目
め

指
ざ

して、心
こころ

をひとつに
原
は る

田
だ

ミニバスケットボールクラブ

原田ミニバスケットボールクラブ
●練習日時・場所
　毎週月曜日、18時〜19時30分
　毎週水・金曜日、17時〜19時30分　ともに原田小体育館

●見学に来てみませんか？
　上記の練習時に随時受け付けしています。
　興味のある人は直接体育館へお願いします。

　
原
田
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
は
、原
田
小
学
校
と
筑
紫
東
小

学
校
校
区
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た

ク
ラ
ブ
で
す
。
部
員
は
、男
子
部
23

人
、女
子
部
19
人
、学
年
関
係
な
く

仲
良
く
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

15
年
以
上
の
歴
史
の
中
で
、過
去

に
は
全
国
大
会
へ
の
出
場
や
、近
年

で
は
女
子
部
が
九
州
大
会
へ
の
出
場

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

練
習
は
、基
礎
練
習
か
ら
試
合
形

式
ま
で
活
発
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

練
習
の
他
に
も
多
く
の
大
会・
練
習

試
合
に
出
場
し
、試
合
感
覚
を
養
う

こ
と
で
、チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
上

位
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　
チ
ー
ム
の
目
標
は
、男
子
部
は「
県

大
会
に
出
場
す
る
こ
と
」、女
子
部

は「
誰
で
も
一
対
一
で
勝
っ
て
、ド

リ
ブ
ル
で
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」。
具

体
的
な
目
標
に
向
け
て
、こ
の
日
も

真
剣
に
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

　
「
低
学
年
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
」。
男
子
部
、女
子
部
と
も
に
バ
ス

ケ
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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市税
133億
1,751万2千円
39.1%

自主財源
53.7%

依存財源
46.3%

繰入金・繰越金
27億9,133万
4千円
8.2%使用料及び手数料

5億4,542万円
1.6%

諸収入など
16億2,696万1千円
4.8%

地方交付税
31億5,484万

8千円
9.3%

国県支出金
75億9,753万

5千円
22.3%

地方譲与税、
各種交付金など
19億9,187万

6千円
5.9%

市債
29億8,751万
4千円
8.8%

平
成
30
年
度
の
予
算
は
、
市
民
の
安
全
安
心
、
幸
せ
な
暮
ら

し
づ
く
り
の
た
め
、
第
二
次
財
政
計
画
を
規
律
と
し
て
、

第
五
次
総
合
計
画
を
推
進
す
る
内
容
と
し
て
い
ま
す
。
市
庁
舎
建

設
や
筑
紫
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
の
大
型
事
業
に
引
き

続
き
取
り
組
み
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
が
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
か
ぬ
よ
う
、
さ
ら
な
る
経
常
経
費
の
見
直
し
を
図
り
、
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
の
結
果
、
対
前
年
度
比
９
％

増
の
３
４
０
億
１
千
３
百
万
円
を
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
財
政
課

○市税
　土地評価額の上昇などによる固定資産税の増額や、登録台
数の増加による軽自動車税の増額などにより、全体で約1,400
万円の増額。
○国県支出金
　障害児給付費等負担金や生活保護費負担金、保育所運営
負担金の増額などにより、全体で約3億5,600万円の増額。
○繰入金・繰越金
　筑紫野市庁舎建設事業の財源として、庁舎建設基金や財政
調整基金、公共施設等整備基金からの繰入金の増額などによ
り、全体で約22億7,600万円の増額。
○市債
　市庁舎建設事業債や消防防災施設整備事業債の増額など
により、全体で約2億9,000万円の増額。

算

 

予

平
成
30
年
度

歳入の主な増減内容

歳入 340億1,300万円の内訳

一般会計
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民生費
137億2,022万

1千円
40.3%

総務費
74億6,944万
8千円
22.0%

公債費
25億9,517万1千円

7.6%

衛生費
29億3,363万
1千円
8.6%

土木費
23億867万
3千円
6.8%
教育費

24億7,503万
4千円
7.3%

その他
25億1,082万2千円

7.4%

目的別

340億1,300万円の内訳

○民生費
　児童福祉サービスの利用者増による介護給付等事業の増
額、保育所の定員増および保育士の処遇改善による子ども
のための教育・保育給付事業（保育）の増額などにより、
全体で約4億5,700万円の増額。
○総務費
　筑紫野市庁舎建設事業やコミュニティバス運行事業の増
額などにより、全体で約32億900万円の増額。
○教育費
　新規事業として筑紫野中学校体育館床改修事業や農業者
トレーニングセンター非構造部材耐震化事業で増額となる
ものの、事業終了に伴う小学校プール改修事業の減額など
により、全体で約1億800万円の減額。
○土木費
　事業進捗に伴う筑紫駅西口土地区画整理事業の減額など
により、全体で約6億7,700万円の減額。

歳入
■自主財源　市が自主的に調達できるお
金
○市税　市民税や固定資産税など
○繰入金・繰越金
　基金からの繰入金や前年度からの繰
越金など
○使用料及び手数料
　市営住宅の家賃や公共施設の使用料
など
○諸収入など
　発掘調査受託事業収入や各種教室の
受講料など
■依存財源　国や県からの交付金や銀
行からの借入金
○地方交付税
　全国どこでも必要最小限の行政サービ
スが受けられるよう、国が交付するお金
○国県支出金
　特定の事業のために国や県が交付する
お金
○地方譲与税、各種交付金など
　国や県が徴収した税金の一部を市に分
配するお金
○市債
　大きな事業を行うための銀行などから
の借入金

歳出
○民生費
　子どもや高齢者、障がい者などの福祉
の費用
○総務費
　行政の運営や戸籍、税金徴収などの費
用
○衛生費
　健康診断や予防接種、ごみ処理など
の費用
○公債費
　市の借金の返済などの費用
○教育費
　教育や文化、スポーツなどの費用
○土木費　道路や公園などの補修や建
設などの費用
○その他　議会や農・商工業、消防など
の費用

歳出の主な増減内容

平成30年度 予 算 
歳出
一般会計

知っておきたい！

財政用語
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　平成27年度からの筑紫野市の一般会計当初予算規模を、グラフにしました。
　扶助費や普通建設事業費などが、増加していることが分かります。

平成27年度 平成28年度

■扶助費　　■普通建設事業費など　　■物件費　　■人件費　　■補助費等　　■その他

平成29年度 平成30年度

8,263

3,320

4,229

4,511

3,899

6,648

8,705

2,686

4,112

4,334

3,909

6,435

8,962

3,690

4,064

4,289

3,828

6,381

9,363

5,925

4,332

4,323

3,899

6,171

30,870

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

（単位：百万円）

30,181 31,214

34,013

平成30年度 予 算 
扶助費

93億6,282万5千円
子どものための手当や保育所
の運営、高齢者・障がい者へ
の給付、生活保護費などに

普通建設事業費
など

59億2,460万6千円
道路や施設の建設費
などに

物件費
43億3,229万円
光熱水費や施設の
維持管理費などに

人件費
43億2,304万4千円

職員の給料や議員
等の報酬などに

補助費等
38億9,872万7千円

各種団体などへ
の補助金や負担
金などに

市のお金の使い道
　市のお金の使い道を見ると、最も多いのは扶助費です。
　市が、子どもや高齢者、障がい者などの福祉の充実に
一番多くのお金を使おうとしていることが分かります。

一般会計当初予算規模の推移
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平成29年度下
し も

半
は ん

期
き

 筑
ち く

紫
し

野
の

市
し

の財
ざ い せ い う ん え い

政運営の状
じょうきょう

況をお知
し

らせします
　市では、市民の皆さんが納めた税金の使い道や、市の財政がどのようになっているかを公表しています。
　今回は、平成２９年度の下半期（平成３０年３月３１日現在）の歳入歳出予算の執行状況を紹介します。
　なお、５月３１日まで出納整理期間が設けられているため、最終的な決算額とは異なります。

●市民の税負担状況（平成30年3月31日現在の人口　103,620人）
・市民一人あたりの市税負担額　127,721円（市税収入済額132億3,442万5千円に対する額）
●財産の現在高
・基金　117億870万3千円（平成29年度末見込）

土地、建物については、平成29年度決算確定後
に公表します。

●市債および一時借入金の現在高
・一般会計 270億3,484万7千円
・特別会計   11億9,621万8千円
・一時借入金（全会計）          0円

（平成29年度末見込）
（平成29年度末見込）
（平成30年3月31日現在）

会計名 予算現額A 収入済額B 収入率
B/A×100 支出済額C 執行率

C/A×100

一般会計 336億5,274万9千円 308億3,703万5千円 91.6% 266億7,754万5千円 79.3%
国民健康保険事業 111億4,797万9千円 95億1,208万1千円 85.3% 102億3,755万2千円 91.8%
住宅新築資金等貸付事業 1,373万9千円 1,488万5千円 108.3% 194万4千円 14.1%
奨学資金貸与事業 893万4千円 335万1千円 37.5% 717万9千円 80.4%
介護保険事業 64億2,218万9千円 51億460万2千円 79.5% 57億453万円 88.8%
後期高齢者医療事業 22億5,491万9千円 21億440万1千円 93.3% 21億4,073万8千円 94.9%
農業集落排水事業 2億2,932万4千円 3,539万7千円 15.4% 1億9,157万6千円 83.5%
筑紫地区障害支援区分等審査会事業 1,295万7千円 1,295万7千円 100.0% 811万5千円 62.6%
二日市財産区 319万5千円 308万1千円 96.4% 139万3千円 43.6%
御笠財産区 819万7千円 491万1千円 59.9% 42万円 5.1%
平等寺山財産区 2,567万1千円 833万3千円 32.5% 566万円 22.0%
合　計 537億7,985万3千円 476億4,103万4千円 88.6% 449億7,665万2千円 83.6%

●詳しい内容は、市ホームページに掲載しています。

会計名 予算額

特
別
会
計

国民健康保険事業 9,759,165

住宅新築資金等貸付
事業 4,798

奨学資金貸与事業 8,239

介護保険事業 6,304,415

後期高齢者医療事業 2,267,461

農業集落排水事業 229,271

二日市財産区 2,911

御笠財産区 23,296

平等寺山財産区 26,892

合計 18,626,448

特別会計予算 (単位：千円)

公営企業会計予算 (単位：千円、消費税等込)
水道事業 下水道事業

区分 収入 支出 収入 支出
収益的収支 2,090,489 1,940,647 2,300,335 2,132,449
資本的収支 203,730 745,368 759,531 1,422,000

合計 2,294,219 2,686,015 3,059,866 3,554,449

平成30年度 予 算 
　国民健康保険などの事業は、保険料などの特定の収入によっ
て行うため、一般会計とは別に会計を設けています。

特別会計 

　地方公営企業法の適用を受け、公営企業会計による独立採算
制をとっています。

公営企業会計
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平成30年度施政方針に基づき、今年度も多くの事業を実施します。
重点を置く５つの政策と、主な事業の概要をお知らせします。(下線は新規事業)

●問い合わせ先　企画政策課

■まち農スタート事業	 664万円
　新規就農者の増加を図るため、農業体験や遊休農地の活用の支
援などを行います。

■園芸農業等総合対策事業	 6,235万円
　園芸農業の生産施設(ビニールハウス)などの整備を支援します。

■介護給付等事業　 16億4,255万5千円
　障がい者および障がい児に必要な障がい福祉サー
ビスにかかる給付事業を行います。

市庁舎建設では、各階の床のコンクリート打設が完了し、
配管などの内部工事に着手しています

市内のビニールハウスではアスパラガスなどの
野菜が生産されています

■筑紫野市庁舎建設事業
44億9,909万6千円

　本市の行政サービスの拠点、防災の拠点として、本年
11月の竣工に向けて建設工事を行います。

■公共建築物個別施設計画策定事業
1,360万8千円

　筑紫野市公共施設等総合管理計画に基づき、市が保有す
る建築物の長寿命化などを図るための個別施設計画の策定
を行います。

■保健事業（健康診査）　 7,097万4千円
　各種健康診査事業の実施に加え、胃がんの早期発
見のため、新たに胃内視鏡検査を実施します。

1 政策

行
ぎょう

財
ざい

政
せい

改
かい

革
かく

3

■緊急経済対策事業住宅改修工事補助事業	
992万円

　地域経済の活性化および市民生活の安定を図るため、市内の施
工業者によって住宅の改修工事を行う場合に経費の一部を補助し
ます。

平成30年度 予 算 
 主な事業平成30年度に実施する

２ 政策

産
さん

業
ぎょう

・雇
こ

用
よう

をつくる

政策

生
せい

活
かつ

をまもる
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■コミュニティ運営協議会補助事業
3,962万2千円

　コミュニティ運営協議会の運営および活動に補助を行います。

■コミュニティバス運行事業
6,287万4千円

　地域公共交通網形成計画に基づき、市民のニーズが高い公共
施設、医療機関、商業施設との間を結ぶコミュニティバスの運
行の検討を行います。

■まちづくり支援事業
1,051万1千円

　コミュニティ運営協議会の活動支援にかかる事業を行います。

■筑紫駅西口土地区画整理事業
4億482万5千円

　筑紫駅西口周辺において暮らしやすい市街地を形成すること
を目的とした土地区画整理事業を行います。 筑紫駅西口周辺で宅地・道路をつくっています

二日市コミュニティ運営協議会主催で行われた
「HUG(避難所運営ゲーム)」

■国指定史跡宝満山保存活用計画策定事業
359万3千円

　国指定史跡である宝満山を適切に保護・活用する
ために保存活用計画を策定します。

■生徒指導総合推進事業
2,015万円3千円

　いじめ・不登校対策のため相談員の配置を拡充す
るなどの支援を行います。

■病児保育事業
1,286万円

　病気のため、集団生活や家庭での保育が困難な児
童を病院の併設施設で預かる事業を新たに行います。

（病後児保育事業からの拡充）

■農業者トレーニングセンター非構造部材耐震化事業　　　　　　　 1,858万4千円
　筑紫野市農業者トレーニングセンターの非構造部材(照明器具、バスケットボールゴールなど)の耐震工事を
実施し、災害発生時の避難所としての施設の安全性を確保します。

御笠地区からの宝満山の眺望

4

5

平成30年度 予 算 
政策

共
きょう

助
じょ

社
しゃ

会
かい

づくり

政策

未
み

来
らい

をつくる
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平
成
30
年
度
戦せ

ん
ぼ
つ
し
ゃ

没
者
追つ

い
と
う
し
き

悼
式

の
参さ

ん
れ
つ
し
ゃ

列
者
を
募ぼ

集し
ゅ
う

し
ま
す

　
先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
な
ど
の
方
々

に
追
悼
の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
平
和
を

祈
念
す
る
た
め
に
国
・
県
主
催
の
戦
没
者
追

悼
式
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
全
国
戦
没
者
追
悼
式
】

●
日
程　
８
月
14
日(

火)

～
８
月
15
日(

水)

●
場
所　
日
本
武
道
館(

東
京
都)

●
参
加
資
格

①�

先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
、
一
般
戦
災

死
没
者
お
よ
び
原
爆
死
没
者
の
遺
族
で
本

県
に
居
住
し
て
い
る
人(

三
親
等
以
内
の

親
族
を
優
先)

②
過
去
に
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
人

③�

２
日
間
の
行
程
に
十
分
耐
え
ら
れ
る
体
力

を
有
し
、
団
体
行
動
が
と
れ
る
人

●
募
集
人
員　
若
干
名

●
参
加
費　
旅
費
の
一
部
補
助
あ
り(

差
額

を
参
列
者
が
負
担)

●
申
込
期
限　
６
月
１
日(

金)

ま
で

【
福
岡
県
戦
没
者
追
悼
式
】

●
日
程　
８
月
15
日(

水)

●
場
所　
福
岡
武
道
館(

福
岡
市
中
央
区)

●
参
加
資
格

　
先
の
大
戦
に
お
け
る
福
岡
県
出
身
の
戦
没

者
お
よ
び
一
般
戦
災
死
没
者
の
遺
族
で
本
県

に
居
住
し
て
い
る
人(

三
親
等
以
内
の
親
族

を
優
先)

●
募
集
人
員　
若
干
名

●
参
加
費　
無
料(

会
場
ま
で
の
交
通
費
は

自
己
負
担)

●
申
込
期
限　
６
月
７
日(

木)

ま
で

※�
先
の
大
戦
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
次
の
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
た
め
に

も
、
若
い
世
代(

18
歳
未
満)

の
方
々
の
参

列
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

※�

い
ず
れ
も
申
し
込
み
方
法
な
ど
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
福
祉
課 

地
域
福
祉
担
当

６
月
１
日
は
人じ

ん

権け
ん

擁よ
う

護ご

委い

員い
ん

の
日ひ

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日(

昭
和
24
年
６

月
１
日)

を
記
念
し
て
、
昭
和
57
年
度
か
ら

毎
年
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

「
全
国
一
斉
『
人
権
擁
護
委
員
の
日
』
特
設

人
権
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す

　

あ
な
た
の
悩
み
を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん

か
？ 

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

●
日
時　
６
月
１
日(

金)

、
10
時
～
15
時

●
場
所　
筑
紫
野
市
役
所
第
14
会
議
室

※�

当
市
で
は
、
定
例
人
権(

悩
み
ご
と)

相
談

所
と
一
緒
に
開
設
し
ま
す
。

私
た
ち
の
ま
ち
の
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し

ま
す

 　
市
内
に
は
、
８
人
が
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
法
務
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
、
地
域
住
民
の

人
権
を
守
る
た
め
、
人
権
相
談
を
は
じ
め
と

す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ

ブ
ル
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど
、
人
権
に
関
わ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

▽
筑
紫
人
権
擁
護
委
員
協
議
会(

福
岡
法
務

局
筑
紫
支
局
内)

☎(

９
２
２)

２
８
８
１

▽
市
人
権
政
策
・
男
女
共
同
参
画
課

☎(

９
２
３)

１
１
１
１

「
二ふ

つ

日か

市い
ち

温お
ん

泉せ
ん

と
天て

ん

拝ぱ
い

山ざ
ん

観か
ん

月げ
つ

会か
い

」
演え

ん

芸げ
い

出し
ゅ
つ

演え
ん

者し
ゃ

募ぼ

集し
ゅ
う

　
「
二
日
市
温
泉
と
天
拝
山
観
月
会
」
に
出

演
す
る
人
・
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
程　
９
月
24
日(

月
・
振)

●
場
所　
天
拝
公
園
「
演
台
」

●
時
間　
１
組
５
分
以
内

●
申
込
期
間　
５
月
16
日(

水)

～
30
日(

水)

※�

募
集
要
項
お
よ
び
申
込
書
は
、
筑
紫
野
市

商
工
会
で
配
布

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

「
二
日
市
温
泉
と

天
拝
山
観
月
会
」

実
行
委
員
会
事
務

局(

筑
紫
野
市
商

工
会
内)

☎(

９
２
２)

２
３
６
１

氏　
名

住　
所

森も
り
や
ま山　
秀ひ

で
あ
き明

石　
崎

森も
り　
　
哲て

つ

男お

阿
志
岐

野の

﨑ざ
き　
文ふ

み

子こ

原　
田

西に
し

川か
わ　
和か

ず

義よ
し

針
摺
東

寺て
ら

田だ　
恵け

い

子こ

武　
蔵

木き

村む
ら　
律り

つ

子こ

諸　
田

鬼お
に

木き　
寛ひ

ろ

治は
る

吉　
木

大お
お

野の　
徳の

り

子こ

筑　
紫
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雨う

水す
い

貯ち
ょ

留り
ゅ
う

タ
ン
ク
設せ

っ

置ち

補ほ

助じ
ょ

金き
ん

交こ
う

付ふ

制せ
い

度ど

　
市
で
は
、
近
年
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水

被
害
軽
減
対
策
の
一
環
と
し
て
、
雨
水
の
流

出
抑
制
お
よ
び
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
雨

水
貯
留
タ
ン
ク
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
人
を

対
象
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
の
対
象
と
な
る
雨
水
貯
留
タ
ン
ク

▽�

雨
水
を
貯
留
す
る
た
め
に
作
ら
れ
一
般
に

販
売
さ
れ
て
い
る
既
製
品

▽�

直
接
雨
ど
い
か
ら
接
続
し
、
耐
久
性
の
あ

る
も
の

▽�

ふ
た
付
き
で
、
雨
水
以
外
の
も
の
を
流
入

さ
せ
な
い
も
の

●
補
助
の
対
象
者

▽�

市
内
で
、
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
を
設
置
す
る

建
物
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者

※�

借
家
の
場
合
は
、
所
有
者
の
同
意
が
必
要

で
す
。

▽�

市
税
、
下
水
道
使
用
料
お
よ
び
受
益
者
負

担
金
の
滞
納
を
し
て
い
な
い
こ
と

●
補
助
金
の
額

▽�

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
購
入
価
格
の
２
分
の
１

に
相
当
す
る
額(

千
円
未
満
切
り
捨
て)

で
、
３
万
円
を
限
度
額
と
し
ま
す
。

▽�

購
入
価
格
は
、
タ
ン
ク
本
体
価
格
と
付
属

品
の
合
計
額
と
し
、
消
費
税
を
含
み
ま

す
。(

設
置
費
用
お
よ
び
配
送
費
は
含
み

ま
せ
ん)

●
申
請
の
受
付

▽�

受
付
場
所　
上
下
水
道
工
務
課
下
水
道
担

当(

上
下
水
道
庁
舎
内)

▽�

受
付
期
間　
平
成
31
年
２
月
末
ま
で

※�

申
請
書
は
、
上
下
水
道
工
務
課
窓
口
で
受

け
取
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
注
意
事
項

▽�

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
を
購
入
す
る
前
に
、
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

平
成
31
年
３
月
末
ま
で
に
設
置
完
了
報
告

書
を
提
出
し
て
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

▽�
補
助
金
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
の
交
付
と

な
り
ま
す
の
で
、
予
算
額
に
達
し
た
場
合

は
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
上
下
水
道
工
務
課 

下

水
道
担
当(

上
下
水
道
庁
舎)

☎(

９
２
３)

７
１
１
２

日に
っ

本ぽ
ん

赤せ
き

十じ
ゅ
う

字じ

社し
ゃ

の
活か

つ

動ど
う

資し

金き
ん

募ぼ

集し
ゅ
う

に
ご
協き

ょ
う

力り
ょ
く

く
だ
さ
い

●
５
・
６
月
は
赤
十
字
運
動
強
調
月
間
で
す

　
日
本
赤
十
字
社
は
、
世
界
の
平
和
と
福
祉

の
増
進
の
た
め
「
人
道
」
の
理
念
の
も
と
、

災
害
救
護
活
動
を
は
じ
め
と
し
て
、
医
療
、

血
液
、
講
習
普
及
事
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
幅
広
く
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
筑
紫
野
市
で
は
次
の
こ
と
を
主
な
事
業
に

し
て
い
ま
す
。

①�

災
害
に
遭
っ
た
人
へ
毛
布
、
生
活
日
用

品
、
医
療
品
な
ど
の
救
援
物
資
の
配
布

②
献
血
の
推
進
・
啓
発

③�

赤
十
字
奉
仕
団
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
④�

小
・
中
学
校
に
お
け
る
青
少
年
赤
十
字
活

動
へ
の
支
援

⑤�

国
内
外
で
発
生
し
た
災
害
へ
の
義
援
金
や

海
外
救
援
金
の
募
集

　
赤
十
字
活
動
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
活
動
資
金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
近
く
、
各
行
政
区
の
回
覧
な
ど
を

通
じ
て
活
動
資
金
募
集
の
お
願
い
を
し
ま
す

の
で
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
福
祉
課 

地
域
福
祉
担
当

水す
い

中ち
ゅ
う

腰よ
う

痛つ
う

予よ

防ぼ
う

教き
ょ
う

室し
つ

参さ
ん

加か

者し
ゃ

募ぼ

集し
ゅ
う

　
腰
が
重
た
い
、
痛
い
、
違
和
感
が
あ
る
な

ど
の
悩
み
が
あ
る
人
を
対
象
と
し
た
水
中
運

動
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
健
康
運
動
指
導
士

が
腰
痛
予
防
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
水
中
運
動
が

初
め
て
の
人
に
お
す
す
め
で
す
。

●
日
時　
６
月
６
日
～
７
月
25
日
の
毎
週
水

曜
日
、
11
時
15
分
～
12
時
15
分(

全
８
回)

●
対
象
者　
市
内
在
住
で
腰
痛
の
症
状
を
予

防
・
改
善
し
た
い
人(

治
療
中
の
人
は
医
師

に
確
認
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い)

●
料
金　
各
回
２
０
０
円

●
定
員　
先
着
10
人　

●
持
参
す
る
も
の　

水
着
、
ス
イ
ミ
ン
グ

キ
ャ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

●
申
込
期
間　
５
月
16
日(

水)

、
９
時
～

※�

参
加
決
定
者
は
事
前
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
健

康
測
定
室
で
会
員
登
録
と
問
診
票
記
入
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
健
康
測
定
室(

カ
ミ
ー
リ
ヤ
内)

☎(

９
２
０)

８
０
７
０
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い
き
い
き
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

広ひ
ろ

場ば

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
交
流
と
ス
ポ
ー
ツ
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
く
た
め
の
機
会
と
し
て
、
最
寄
り
の

小
学
校
で
「
い
き
い
き
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
広

場
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
は
ち
ょ
っ
と
苦
手
だ
な
」「
体

を
動
か
し
た
い
け
ど
、一
人
で
は
…
」と
思
っ

て
い
る
皆
さ
ん
へ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

一
緒
に
、
手
軽
に
、
楽
し
み
な
が
ら
、
遊
び

感
覚
で
運
動
で
き
る
体
験
広
場
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
６
月
24
日(

日)

、
９
時
30
分
開

会(

９
時
受
付)

、
12
時
30
分
閉
会

●
場
所　
山
家
小
学
校
体
育
館

※�

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公

共
交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
内
容　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
、
自
分

の
体
力
年
齢
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
体
力
測
定

●
参
加
費　
無
料

●
申
込
方
法　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
当
日
、
会
場
で
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
主
催　
筑
紫
野
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

●
持
っ
て
く
る
も
の　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
運
動
の
で
き
る
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※�

け
が
な
ど
に
つ
い
て
は
、
応
急
処
置
の
み

行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

▽
☎(

９
２
５)

４
８
０
２

▽

(

９
２
３)

０
４
１
６

第だ
い

24
回か

い

生し
ょ
う

涯が
い

ス
ポ
ー
ツ
セ
ミ

ナ
ー
を
開か

い

催さ
い

し
ま
す

　
誰
も
が
、
い
つ
ま
で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

支
援
者
の
養
成
を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。(

参
加
無
料
、
申
込
不
要)

●
日
時　
６
月
２
日(

土)

、
10
時
～
12
時

●
場
所　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
視
聴
覚

室●
内
容　
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人

が
良
か
っ
た
と
思
え
る
た
め
に
〜
指
導
方
法

と
関
わ
り
方
〜

●
講
師　
兄
井 

彰
さ
ん(
福
岡
教
育
大
学

教
育
学
部
保
健
体
育
講
座
教
授)　

●
持
参
品　
筆
記
用
具

●
問
い
合
わ
せ
先　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

▽
☎(

９
２
５)

４
８
０
２

▽

(

９
２
３)

０
４
１
６

こちら110番！  筑紫野警察署情報

筑紫野警察署 ☎(９２９)０１１０

不
ふ

法
ほ う

投
と う

棄
き

は犯
は ん

罪
ざ い

です！！
　廃棄物の不法投棄や野外焼却は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律
で、禁止されています。
　これらに違反した人は、５年以下の懲役もしくは1,000万円以下の罰
金または両方の罰を受けます。

不法投棄とは
・�不用になったテレビ、洗濯機などの家電製品を山野に
捨てる
・�引っ越しに伴い不用になったタンス、布団などを他人
の空き地に捨てる
など、一般家庭から出されるごみを法律に定められた方
法に従わずに捨てることです。

野外焼却の禁止
　家庭用の焼却炉やドラム缶などで燃やすといった野外
焼却は一部の例外を除き禁止されています。

　廃棄物の不法投棄等事犯は、早期発見、早期対処が
重要です。次の点について、見聞きしたことがありま
したら、最寄りの警察署または交番・駐在所にお知ら
せください。
●県外ナンバーのダンプカーが頻繁に出入りしている
●�処分場ではないのに、建設廃材などの廃棄物を受け
入れている
●�深夜や早朝に大型車両が林道で荷物を捨てている
●�造成地や残土処分場などに廃棄物を積んだダンプカ
ーが出入りしている



広報ちくしの 平成30年5月15日13 問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。

筑紫野市歴史博物館 ふるさと館ちくしの情報

　

市
内
の
武
蔵
に
あ
る
武
蔵
寺
は
、
古
代
か

ら
の
歴
史
を
伝
え
る
寺
院
で
す
。
寺
の
起
こ

り
は
「
虎
麿
伝
説
」
と
し
て
語
り
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
付
近
の
「
石
見
堂
」
か
ら
は

８
世
紀
前
半
の
誕
生
釈
迦
仏(

た
ん
じ
ょ
う

し
ゃ
か
ぶ
つ)

が
出
土
し
て
お
り
、
同
寺
の
起

源
に
迫
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
安
時
代
後

期
に
は
経
塚(

き
ょ
う
づ
か)

が
営
ま
れ
、『
宇

治
拾
遺
物
語
』
な
ど
の
古
典
に
も
著
さ
れ
た

繁
栄
ぶ
り
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
本
講
座
は
、
筑
紫
野
市
の
歴
史
や
文
化
と

不
可
分
の
関
係
に
あ
る
武
蔵
寺
の
文
化
遺
産

に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

※�

企
画
展
「
武
蔵
寺
と
二
日
市
温
泉
展
」
は

７
月
１
日(

日)

ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
講
師　
山
村 

淳
彦(

市
歴
史
博
物
館
職

員)●
日
時　
６
月
２
日(

土)

、
13
時
30
分
～
15

時●
場
所　
歴
史
博
物
館
２
階
研
修
室

●
定
員　
先
着
70
人

●
申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
博
物
館
受
付
に

て●
申
込
期
間　
５
月
18
日(
金)
、
９
時
～

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
歴
史
博
物

館
☎(

９
２
２)

１
９
１
１

【
写
真
】
誕
生
釈
迦
仏

　

誕
生
し
た
釈
迦
が
七
歩
あ
る
い
て
右
手
で

天
を
指
し
、
左
手
で
地
を
指
し
て
「
天
上
天

下
唯
我
独
尊
」
と
発
す
る
姿
を
表
し
た
も
の

で
す
。高
さ
11・５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。金
銅
製
。

市
内
武
蔵
石
見
堂
か
ら
出
土
し
た
と
伝
え
ら

れ
ま
す
。

企
画
展
講
座
　
武ぶ

蔵ぞ

う

寺じ

の
歴れ

き

史し

と
文ぶ

ん

化か

遺い

産さ

ん

　
ビュー
ル
レ・コ
レ
ク
ション
は
、一
個
人
に
よっ

て
収
集
さ
れ
た
絵
画
群
で
す
。
し
か
し
、
作

品
も
作
家
名
も
、ど
こ
か
で
見
た
こ
と
が
あ
る
、

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
作

品
ば
か
り
で
す
。
ド
ガ
、ル
ノ
ワ
ー
ル
、ゴッ
ホ
、

ゴ
ー
ギ
ャ
ン
、
モ
ネ
、
セ
ザ
ン
ヌ
、
ピ
カ
ソ 

… 

本
展
覧
会
で
は
、
き
っ
と
「
こ
の
絵
は
ビ
ュ
ー

ル
レ
が
持
っ
て
い
た
の
か
！
」
と
驚
か
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。「
印
象
派
」
の
作
品
を
中
心
に

展
示
が
構
成
さ
れ
、中
で
も
、ル
ノ
ワ
ー
ル
の《
イ

レ
ー
ヌ
・
カ
ー
ン
・
ダ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
嬢(

可
愛
い

イ
レ
ー
ヌ)

》
と
セ
ザ
ン
ヌ
の
《
赤
い
チ
ョッ
キ

の
少
年
》、モ
ネ
の
《
睡
蓮
の
池
、
緑
の
反
映
》

な
ど
傑
作
中
の
傑
作
が
揃
い
ま
す
。

　
本
解
説
講
座
で
は
、
展
示
を
担
当
し
た
学

芸
員
を
講
師
と
し
て
招
き
、
見
所
な
ど
を
詳

し
く
解
説
し
ま
す
。

●
講
師　
臺
信 

祐
爾
さ
ん(

九
州
国
立
博
物

館　
特
任
研
究
員)

●
日
時　
６
月
15
日(

金)

、
15
時
～
16
時

30
分

●
場
所　
歴
史
博
物
館
２
階
研
修
室

●
定
員　
先
着
70
人

●
申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
博
物
館
受
付
に

て●
申
込
期
間　
６
月
１
日(

金)

、
９
時
～

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
歴
史
博
物

館
☎(

９
２
２)

１
９
１
１

至し

上じ
ょ
う

の
印い

ん

象し
ょ
う

派は

展て
ん

～
ビ
ュ
ー
ル
レ･

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
～

解
説
講
座

赤いチョッキの少年
／ポール･セザンヌ
©Foundation E.G.BÜhrle
 Collection,Zurich(Switzerland)
Photo: SIK-ISEA,Zurich(J.-P.Kuhn)

※�本講座は解説講座です。特別展「至
上の印象派展～ビュールレ･コレ
クション～」は九州国立博物館に
て５月19日(土)〜７月16日(月･
祝)の期間に開催されています。



生涯学習情報　もやい
【問い合わせ先】生涯学習課（市内二日市南 1-9-3）
　☎   ０９２(９１８)３５３５／   ０９２(9２３)０４１６
　電子メール　k-gakushuu@city.chikushino.fukuoka.jp

地域づくりをすすめたいという願いをこめて名付けました。

Chikushino City   2018.5.15 14

御笠コミュニティセンター主催講座
　まちづくり的

  コミュニティカフェのすすめ

　　高齢者の気軽な出会い、
　子育てママの交流など「人と
　人とのつながりの場づくり」
　を目指した地域のたまり場、
　「コミュニティカフェ」が筑
　紫野市でもひろがってきて
　います。コミュニティカフェ
　運営の肝が「場づくり」の工
　夫です。そのために必要なグループづくりのコツ
　を楽しみながら学びます。
　■期間　6 月～ 9月までの火曜日【全 5回】
　□場所　御笠コミュニティセンター

(市内大字吉木 2496-1)
　■講師　福井 崇郎さん
　□対象　どなたでも
　■内容 ( 予定 )

　■申し込み方法　下記まで電話で申し込み。

御笠コミュニティセンター 
☎(922)2601　 (922)6976

申し込み・問い合わせ先

参加費
無料

回 日程（予定） 内容（予定）

1 6月26日(火)
13時～16時

「コミュニティカフェって何？」
まわしよみ新聞に挑戦

2 7月17日(火)
13時～16時 「集いの場の実態」

3 7月24日(火)
13時～16時 「集いの場を作る力」

4 8月28日(火)
9時～16時

「現地で学ぶ」
津屋崎千軒地区へ視察

5 9月11日(火)
14時～16時

「御笠で場づくり」
現地視察で感じたことのまとめ

筑紫野市教育委員会主催
　子どもの体験活動応援講座
子どもたちの「楽しい！！」の
笑顔をつくるプロジェクト

「わくわくあそび塾」

　　地域の公園などで、子ど
　もたちが遊ぶ姿が少なくな
　りました。「遊び」は、子ど
　もの成長に必要なたくさん
　のことを学べます。子ども
　の「遊び」を一緒に楽しみ
　笑顔を応援するプログラムを考えるプロジェクト
　です。
　■日時　6月～12月の水曜日10時～12時【全7回】
　□場所　生涯学習センター (市内二日市南 1-9-3)
　■講師　山根 佑介さん(ファザーリング・ジャパン九州)
　□対象・定員　「子どもたちと遊びたい」市民 (成人 )
　　　　　・20人  ☆子育て世代のパパ、ママ大歓迎！
　■内容 ( 予定 )

　■申し込み方法　5 月 25日 (金 )までに生涯学習
　　課まで電話またはメールにて申し込み。（講座名、
　　住所、氏名、性別、年齢、電話番号を記入）

回 日程（予定） 内容（予定）
1 6月13日(水) 子どもの現状や心を知ろう

2 6月27日(水) 笑顔になるプログラムを考えよう1

3 7月18日(水) 笑顔になるチラシをつくろう

4 9月12日(水) プログラムで遊んでみよう

5 9月26日(水) 笑顔になるプログラムを考えよう2

6 11月(未定) 子どもの笑顔をみにいこう

7 12月12日(水) ふりかえりと交流会

参加費
無料

生涯学習課 生涯学習推進・青少年担当
☎ (918)3535( 代表 )

電子メール：k-gakushuu@city.chikushino. fukuoka.jp

申し込み・問い合わせ先

【講師の山根佑介さん】
「“人とまち” に “元気と笑顔”
をキャッチコピーに「ビジネ
スしつもんコンサルタント」
や子育てを軸にした「まちづ
くりのコーディネート」を行っ
ています。

【講師の福井崇郎さん】
大学在学中に空き家プロジェクト
にかかわり、現在もまちおこし
を通して、昔ながらの良い所
をいかし、新しいことを取り
入れられる、人と人とのつなが
りづくりを進めています。



講座案内＆お知らせ
MOYAI  INFORMATION

「もやい」とは、地域共同体をさしており、地域のふれあいや仲間づくり・連帯をあらわすことばです。お互いに交流・連帯して　　地域づくりをすすめたいという願いをこめて名付けました。

広報ちくしの 平成30年5月15日15

筑紫野市教育委員会委託事業
　　　　平

へい
成
せい

30 年
ねん

度
ど

  市
し

民
みん

講
こう

座
ざ

　　　　

　　政治、経済、環境、教育、福祉など各分野の
　専門講師を招き学習します。
　■日程　6 月 4 日、8 月 6 日、9 月 3 日、
　　　 11 月 5 日、12 月 3 日、3 月 4 日(月)
　　　　　10 時〜 12 時【全 6 回】
　□場所　生涯学習センター 3 階  視聴覚室
　■対象　市内外、男女問わずどなたでも
　※資料代等として年間 2,500 円程度必要
　□申し込み方法　ハガキまたは FAX にて。講座名
　　(「市民講座」)、住所、氏名、電話番号を記入。

申し込み・問い合わせ先
  市民講座事務局 ( 市地域婦人会事務所 )
　〒 818-0057　市内二日市南 1-2-1
　☎・ (９２１)２５５５

 　生涯学習ボランティアバンク
このゆびとまれ♪

〜ボランティア活動に役立つ技の学習と情報交換〜
   6月の予定  ※申し込みは事務局まで
　「ひまわりブローチ」
　( 全地区共通の内容です )

★毎月第 2 土曜日は昔遊び体験ができる
「あしきっこ子ども広場」を実施中！
■日時：6 月 9 日 ( 土 )10 時〜 12 時
□場所：阿志岐小学校体育館（市内阿志岐 2350）
　　生涯学習ボランティアバンク事務局
　　(市内二日市南1-9-3　生涯学習センター内)
　　☎(918)3220(直通)　  (918)3230
　※開室時間：月〜金曜日９時30分〜16時30分

問

参加費
無料

参加費
無料

  筑紫南コミュニティセンター図書室  はらっぱの会
わらべうた講

こう

座
ざ

　　赤ちゃんが笑顔になる魔法のうた「わらべうた」
　で親子一緒にあそびましょう。
　■日時　5 月 29 日、7 月 10 日、
　　　  11 月 13 日 ( 火 )
　　　　　10 時 30 分〜 11 時 30 分
　　　　　【全 3 回】
　□場所　筑紫南コミュニティセンター和室
　■対象・定員　0 歳の子どもと保護者・10 組
　□申し込み方法　5月22日(火)17時までに筑紫
　　南コミュニティセンター図書室に直接来室の上
　　申し込みください。(定員を超えた場合は抽選）
　※電話での申し込み不可

　　　　 すこやか広
ひろ

場
ば

           　  「乳
にゅう

幼
よう

児
じ

の歯
は

について」
　　虫歯のこと、フッ素、歯みがき、歯ならびなど
　気になることをきいてみよう！ ( 申し込み不要 )
　■日程　6 月 7 日 ( 木 ) 11 時〜 12 時
　□場所　筑紫南コミュニティセンター
　　　　　図書室
　■講師　矢部 裕子さん ( 歯科医 )

＊生涯学習センターからのお知らせ＊
　生涯学習センター 5 月の休館日
5 月 28 日(月 ) 定例休館日 ( 毎月第 4 月曜日 )

　※次の休館日は 6 月 25 日です。
　  　生涯学習課　  ☎ (９１８)３５３５( 代表 )問

　 はらっぱの会 　☎ (927)1216( 直通 )
 　(市内原田4-16-6 筑紫南コミュニティセンター図書室)
　開館時間：火曜日〜土曜日 10 時〜 17 時
　ホームページ：http://blog.goo.ne.jp/minami-
　　　　　  　   harappanokai

参加費
無料

会場 ( 地区 ) 日時
御笠コミュニティ
センター 

6月4日(月)
13時30分〜15時30分

山口コミュニティ
センター

6月6日(水)
13時30分〜15時30分

筑紫コミュニティ
センター 

6月8日(金)
13時30分〜15時30分

二日市東コミュニティ
センター

6月12日(火)
10時〜12時

二日市コミュニティ
センター

6月14日(木)
10時〜12時

筑紫南コミュニティ
センター  

6月21日(木)
10時〜12時

山家コミュニティ
センター 

6月26日(火)
13時30分〜15時30分

参加費
無料

問い合わせ先
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雨
あ め

を吹
ふ

き飛
と

ばす「ソイヤ！」
第25回奉納おんな神輿

/14４/21４

　市内二日市中央の二日市八幡宮で第25回奉納おんな
神輿が行われ、地域の企業や九州産業高校などから約
100人が参加しました。
　この日はあいにくの天気でしたが、４基の神輿を担い
だ女性たちは「ソイヤ！ソイヤ！」の掛け声とともに、
お店や病院などからの応援に笑顔で手を振るなど、雨に
負けない元気で二日市中央通り商店街などを練り歩きま
した。

　西鉄桜台駅前で毎月15日(８月を除く)に開催されて
いる「買援隊」が３月で50回目を迎え、この日は51回
目となる買援隊が開催されました。
　買援隊は「買物応援隊」の略で、高齢者など、買い物
が困難な人のために筑紫野市商工会が主催し、地域の商
店約20店舗が合同で出店しています。
　筑紫野市商工会の東原課長は、「少しずつ地域に根づ
いて、リピーターの人も増えました。次の目標は区切り

地
ち

域
い き

とふれあい50回
か い

！ あなたの買
か

い物
も の

応
お う え ん

援します！
第51回買援隊

/15４

の100回。赤ちゃん連れの人などにも来てもらえるように、
店舗を充実させていきたいです」と、思いを話してくれ
ました。また、筑紫よかまち協議会の川上会長は「民生
委員や福祉委員にも来てもらい住民の健康確認をするな
ど、地域の見守り活動としても役立っています」と話します。
　毎月来ているお客さんは「ここでしか会えない人もい
るから、お店や地域の人と話をするのをいつも楽しみに
しています」と話していました。

今
き ょ う

日からあなたも収
しゅう

納
の う

男
だ ん

子
し

！！
収納男子！〜暮らしで活かそう！片付けのキホン〜

　生涯学習センターで、男性の家事参画応援講座を開催
し、男性12人が参加しました。
　今回は、暮らしの中の収納(片付け)について、整理収
納・家事アドバイザーの富永 由美さんを講師に迎え、「片
付け」や「整理」といった言葉の説明から、順序立ててど
う進めていくか、どう考えていくか、分かりやすく説明
がありました。参加者は自身の家をイメージしながら一
つ一つの手順を確認していました。参加者からは「分か
りやすく実践できる内容でした」と感想がありました。

「収納のポイント」など分かりやすい説明がありました
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CHIKUSHINO

市内の人身事故のみ
・発生件数　 49 件 （148 件）
・死者数　　   0 人     （0 人）
・負傷者数　 65 人 （209 人）
死者・負傷者訳の主なもの
・自転車　　      9 件 （23 件）
・高齢者 （65 歳以上）

15 件 （40 件）

飲酒運転事故件数0件（0件）
※（　）内は1月からの累計

３月の交通事故

2018

05.15

夜や

間か
ん

Ｈ
Ｉ
Ｖ
迅じ

ん

速そ
く

検け
ん

査さ

　
６
月
１
日
～
７
日
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査

普
及
週
間
に
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。

予
約
不
要
、
無
料
、
匿
名
で
検
査
で

き
ま
す
。

●
日
時 

６
月
５
日(

火)

、
16
時
30

分
～
19
時
30
分　

●
場
所 

筑
紫
保

健
福
祉
環
境
事
務
所(

大
野
城
市)

●
問
い
合
わ
せ
先 

同
事
務
所(

エ
イ

ズ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン)

☎(

５
８
２)

２

５
２
２

歯は

を
守ま

も

る
集つ

ど

い

　
～
食
と
健
口
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
２

０
１
８
～
「
も
っ
と
知
ろ
う
よ
！ 

お
口
の
こ
と
、
身
体
の
こ
と 

は
じ

め
よ
う
よ
！
セ
ル
フ
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。(

入

場
無
料)

●
日
時 
６
月
10
日(

日)

、
９
時
～

13
時(
受
付
12
時
ま
で)　

●
場
所 

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府　
●
内

容 

▽
歯
み
が
き
コ
ー
ナ
ー　

▽
歯

科
技
工
士
さ
ん
に
手
形
を
作
っ
て
も

ら
お
う(

小
学
生
ま
で
先
着
１
５
０

人)　
▽
か
み
か
み
セ
ン
サ
ー
を
使
っ

た
食
育
体
験
な
ど　
●
問
い
合
わ
せ

先 

筑
紫
歯
科
医
師
会
☎(

５
７
２)

８
２
１
１

保ほ

健け
ん

・
環か

ん

境き
ょ
う

フ
ェ
ア

２
０
１
８

　
簡
単
な
実
験
や
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、

健
康
や
環
境
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び

ま
せ
ん
か
。(

参
加
無
料)

●
日
時 

６
月
９
日(

土)

、
10
時
～

16
時　

●
場
所 

県
保
健
環
境
研
究

所(

太
宰
府
市)　
●
内
容 

児
童
を

対
象
と
し
た
体
験
型
イ
ベ
ン
ト　
●

問
い
合
わ
せ
先 

同
研
究
所
☎(

９
２

１)

９
９
４
１

陸り
く

上じ
ょ
う

自じ

衛え
い

隊た
い

福ふ
く

岡お
か

駐ち
ゅ
う

屯と
ん

地ち

イ
ベ
ン
ト

　
駐
屯
地
を
一
般
開
放
し
、
第
４
師

団
創
立
64
周
年
お
よ
び
福
岡
駐
屯
地

開
設
68
周
年
記
念
行
事
を
開
催
し
ま

す
。
※
車
の
入
場
不
可
。
公
共
交
通

機
関
で
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
時 

５
月
27
日(

日)

、
９
時
～

15
時　

●
場
所 

同
駐
屯
地(

春
日

市)　
●
内
容 

祝
賀
飛
行
、
訓
練
展

示
、
装
備
品
試
乗
・
展
示
な
ど　
●

問
い
合
わ
せ
先 
陸
上
自
衛
隊
第
４

師
団
司
令
部
広
報
室
☎(

５
９
１)

１
０
２
０

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
ラ
イ
ブ
・

ス
ル
ー
パ
ス
Ⅱ

　
一
緒
に
歌
っ
て
、
み
ん
な
で
青
春

時
代
に
戻
り
ま
し
ょ
う
。

●
日
時 

６
月
２
日(

土)

、
14
時
30

分
～　

●
場
所 

二
日
市
中
央
通
り

商
店
街 

喫
茶
店
エ
ト
ワ
ー
ル　

●

会
費 

１
千
円　

●
問
い
合
わ
せ
先 

宮
崎
☎
０
７
０(

５
６
９
０)

０
４

７
８

友ゆ
う

愛あ
い

セ
ー
ル

　
「
物
の
命
を
大
切
に
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
し
ま
す
。

●
日
時 

６
月
２
日(

土)

、
10
時
30

分
～
12
時
30
分　

●
場
所 

中
央
栄

町
昭
和
三
地
区
公
民
館(

二
日
市
中

央)　
●
出
品
物 

中
古
衣
類
、
中
古

雑
貨
、
手
作
り
菓
子
な
ど　
●
問
い

合
わ
せ
先 

福
岡
友
の
会
☎(

５
３
１)

６
６
０
７

博は
か

多た

座ざ

「
市し

民み
ん

半は
ん

額が
く

観か
ん

劇げ
き

会か
い

」

　
７
月
公
演
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
１
７

８
９
ー
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
の
恋
人
た

ち
ー
」(

出
演 

小
池
徹
平
・
加
藤
和

樹(

Ｗ
キ
ャ
ス
ト)

ほ
か)

が
半
額
で

観
劇
で
き
ま
す
。

●
日
時 

７
月
３
日(

火)

・
４
日

(

水)

・
９
日(

月)

・
11
日(

水)

・

18
日(

水)

18
時　
●
場
所 

博
多
座

(

福
岡
市
博
多
区)　

●
料
金 

Ａ
席

７
７
５
０
円(

通
常
１
万
５
５
０
０

円)

※
手
数
料
等
別
途　
●
定
員 

各

１
０
０
人(

応
募
多
数
の
場
合
抽
選)

●
申
込
方
法 

ハ
ガ
キ
に
希
望
日
時

(

１
通
１
公
演)

、
参
加
人
数(

２
人

ま
で)

、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
５
月

25
日(

金)

ま
で
に
〒

810-

8799
日
本
郵

便(

株)

福
岡
中
央
郵
便
局
留
「
市

民
半
額
会
」
へ
郵
送
。
当
選
ハ
ガ
キ

５
月
29
日(

火)

頃
発
送
。　

●
問

い
合
わ
せ
先 

日
本
演
劇
興
行
協
会

市
民
半
額
会
事
務
局
☎(

７
５
１)

８
２
５
８
※
平
日
10
時
～
18
時

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

ぼ
し
ゅ
う
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初は
じ

め
て
の
布ぬ

の

ぞ
う
り
教き

ょ
う

室し
つ

●
日
時 

６
月
６
日(

水)

、
７
日

(

木)
、
13
日(

水)

、
14
日(

木)

の

４
日
間
、
10
時
〜
12
時　

●
場
所 

筑
紫
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

作
業
室(

市
内
岡
田
、
カ
ミ
ー
リ
ヤ

南
側
ほ
ほ
え
み
タ
ウ
ン
Ｃ
棟)　
●

参
加
費 

２
千
円(

材
料
費
等
含
む) 

●
定
員 

先
着
15
人　
●
持
参
物 
目

打
ち
、布
切
バ
サ
ミ　
●
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先 

同
セ
ン
タ
ー
☎(

９

１
９)

７
７
５
５

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

の
パ
ソ
コ
ン
教き

ょ
う

室し
つ

【
写
真
の
管
理
と
加
工
】
●
日
時 

６

月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日(

水

曜
日
４
日
間)

、
13
時
30
分
～
16
時

30
分　

●
場
所 

筑
紫
野
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
Ｏ
Ａ
研
修
室

(

市
内
岡
田
、
カ
ミ
ー
リ
ヤ
南
側
ほ

ほ
え
み
タ
ウ
ン
Ｃ
棟)　
●
内
容 

写

真
の
取
込
、
加
工
、
印
刷
な
ど　
●

対
象 

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で

き
る
人　

●
受
講
料 

５
２
０
０
円

　

●
定
員 

先
着
12
人
※
４
人
以
下

の
場
合
教
室
を
中
止
し
ま
す　
●
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

同
セ
ン

タ
ー
☎(

９
１
９)

７
７
５
５

が
ん
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時 

５
月
25
日(

金)

、
14
時
～

(

受
付
13
時
30
分
～)

※
参
加
無
料

●
場
所 

福
岡
大
学
筑
紫
病
院
３
階

ガ
ー
デ
ン
ホ
ー
ル　

●
テ
ー
マ 

大

腸
が
ん
に
つ
い
て　
●
問
い
合
わ
せ

先 

同
病
院
地
域
医
療
支
援
セ
ン

タ
ー
☎(

９
２
１)

１
０
１
１

日に
っ

本ぽ
ん

赤せ
き

十じ
ゅ
う

字じ

社し
ゃ

講こ
う

習し
ゅ
う

会か
い

　
日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部
で
開

催
さ
れ
る
各
種
講
習
会
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
受
講
資
格
や
申
込

方
法
な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
救
急
法
基
礎
講
習
】
●
日
程 

７
月

25
日(
水)
、
８
月
６
日(

月)

、
平

成
31
年
３
月
18
日(

月) 

●
時
間 

10

時
～
16
時

【
救
急
法
救
急
員
養
成
講
習
】
●
日

程 

７
月
26
日(

木)
～
27
日(
金)

、

８
月
７
日(

火)

～
８
日(
水)
、
平

成
31
年
３
月
19
日(

火)

～
20
日

(

水)　
●
時
間 

９
時
～
17
時

【
水
上
安
全
法
基
礎
講
習
】
●
日
程 

６
月
19
日(

火)　
●
時
間 

10
時
～

16
時

【
健
康
生
活
支
援
講
習
支
援
員
養
成

講
習
】
●
日
程 

平
成
31
年
１
月
17

日(

木)

、
18
日(

金)

、
21
日(

月)

●
時
間 

10
時
～
15
時

【
災
害
時
の
支
援
活
動
と
応
急
手
当

～
地
域
で
の
防
災
活
動
の
た
め
に

～
】
●
日
程 

平
成
31
年
３
月
11
日

(

月)　

●
時
間 

９
時
30
分
～
13
時

30
分

【
幼
児
安
全
法
支
援
員
養
成
講
習
】

●
日
程 

平
成
31
年
３
月
15
日(

金)

～
16
日(

土)　
●
時
間 

９
時
～
17

時【
子
ど
も
に
起
こ
り
や
す
い
事
故
の

予
防
と
手
当
、け
が(

き
ず・
骨
折
等)

の
手
当
】
●
日
程 

平
成
31
年
１
月

30
日(

水)　
●
時
間 

10
時
～
12
時

【
乳
幼
児
の
心
肺
蘇
生
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

取
り
扱
い
】
●
日
程 

平
成
31
年
1

月
30
日(

水)　
●
時
間 

13
時
～
15

時【
共
通
】
●
場
所
・
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
先 

日
本
赤
十
字
社
福
岡

県
支
部(

福
岡
市
南
区)

☎(

５
２

３)

１
１
７
２

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病び

ょ
う

交こ
う

流り
ゅ
う

会か
い

●
日
時 

６
月
５
日(

火)

、
14
時
～

15
時
30
分(

受
付
13
時
30
分)　

●

会
場 

筑
紫
総
合
庁
舎(

大
野
城
市)

●
内
容 

リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
講
話
、

交
流
会(

希
望
者
の
み)　

●
定
員 

先
着
30
人　

●
参
加
費 

無
料　

●

申
込
期
限 
６
月
１
日(

金)

ま
で　

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

筑

紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進

課
☎(

５
７
０)

３
１
０
０

福ふ
く

岡お
か

県け
ん

調ち
ょ
う

理り

師し

試し

験け
ん

●
日
時 

10
月
13
日(

土)

、
13
時
30

分
～
15
時
30
分　

●
場
所 

西
南
学

院
大
学(

福
岡
市
早
良
区)　

●
申

請
受
付
期
間 

５
月
14
日(

月)

～
６

月
25
日(

月)　

●
申
請
書
配
布
場

所 

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
、

県
健
康
増
進
課　
●
問
い
合
わ
せ
先 

調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
☎
０
３

(

３
６
６
７)

１
８
１
５(

平
日
９
時

～
17
時)

緑り
ょ
く

セ
ン
ア
ロ
マ

　
樹
木
系
精
油
の
普
及
と
緑
の
よ
さ

を
伝
え
る
た
め
の
講
座
で
す
。

●
日
時 

６
月
～
平
成
31
年
３
月(

全

８
回)

、
13
時
30
分
～
15
時
30
分　

●
定
員 

先
着
20
人　
●
参
加
費 

８

千
円　
●
場
所
・
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先 

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

(

久
留
米
市
田
主
丸
町)

☎
０
９
４

３(

７
２)

１
１
９
３
／

０
９
４
３

(

７
２)

１
５
５
８
※
月
曜
日
休
館

食し
ょ
く

品ひ
ん

衛え
い

生せ
い

責せ
き

任に
ん

者し
ゃ

養よ
う

成せ
い

講こ
う

習し
ゅ
う

会か
い●

日
時 

６
月
５
日(

火)

、
10
時
～

17
時(

受
付
９
時
30
分
～
10
時)　

●
場
所 

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ(

春
日

市)　
●
定
員 

２
８
０
人
※
事
前
申

込
不
要　

●
受
講
料 

８
千
円　

●

問
い
合
わ
せ
先 

筑
紫
食
品
衛
生
協

会
☎(

５
７
５)

５
０
５
６

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
募ぼ

集し
ゅ
う

　
野
外
活
動
を
通
じ
て
生
涯
教
育
を

楽
し
み
な
が
ら
行
い
ま
す
。
活
動
内

容
は
ブ
ロ
グ
「
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
筑

紫
２
団
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

見
学
受
付
中
。
成
人
、
シ
ニ
ア
指
導

者
も
募
集
中
。

●
対
象 

小
学
生
の
男
女　

●
場
所 

太
宰
府
天
満
宮　
●
問
い
合
わ
せ
先 

太
宰
府
天
満
宮
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
係

☎(

９
２
２)

８
４
８
４

会
費
な
ど
詳
し
く
は
各
サ
ー
ク
ル
に

直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
週
２
日
練
習
。
楽
し
く
練
習
し
な

が
ら
身
体
と
精
神
を
磨
い
て
み
ま
せ

ん
か
。
い
つ
で
も
見
学
Ｏ
Ｋ
で
す
！

●
日
時
・
場
所 

▽
火
曜
日
、
17
時

～
20
時
、
二
日
市
東
小
学
校　
▽
土

曜
日
、
13
時
～
17
時
、
二
日
市
北
小

学
校　

●
対
象 

小
学
生
男
子
、
女

子(

応
相
談)　

●
問
い
合
わ
せ
先 

筑
紫
野
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ(

中
川)

☎
０
９
０(

９
５
６
６)

１
８
６
１

サ
ー
ク
ル



Chikushino Information

広報ちくしの 平成30年5月15日19 問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。

視覚障がいのある人に、朗読ボランティアさくら会による広報ちくしの「声のたより」
カセットテープをお送りしています。●問い合わせ先 生活福祉課 障がい者福祉担当

短た
ん

歌か

　
季
節
を
感
じ
な
が
ら
三
十
一
文
字

に
心
を
託
し
ま
せ
ん
か
。
20
歳
代
か

ら
90
歳
代
ま
で
幅
広
く
学
ん
で
い
ま

す
。

●
日
時 

第
４
火
曜
日
、
13
時
～
16

時　
●
場
所 

二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー　

●
問
い
合
わ
せ
先 

ひ

の
く
に
筑
紫(

田
嶋)

☎(
７
０
７)

３
３
２
２

育い
く

児じ

相そ
う
だ
ん談

　
保
健
師
・
助
産
師
・
管
理
栄
養
士
・

歯
科
衛
生
士
・
保
育
士
・
看
護
師
が
、

子
育
て
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
相
談

に
応
じ
ま
す
。(

計
測
の
み
も
可)

●
日
時　

５
月
23
日(

水)　

●
受

付
時
間 

９
時
45
分
〜
10
時
30
分　

※
事
前
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。　
●

場
所 

カ
ミ
ー
リ
ヤ
１
階
多
目
的
ホ
ー

ル　

●
対
象 

就
学
前
の
子
ど
も
と

保
護
者　

●
持
参
品 

母
子
健
康
手

帳　

●
問
い
合
わ
せ
先 

子
育
て
支

援
課 

母
子
児
童
担
当(

カ
ミ
ー
リ
ヤ

内)

☎(

９
２
０)

８
６
１
１

健け
ん
こ
う
そ
う
だ
ん

康
相
談

　
こ
こ
ろ
や
体
の
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
・
健

康
運
動
指
導
士
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
希
望
す
る
日
の
１
週
間
前
ま
で

に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時 

平
日
の
９
時
〜
12
時
・
14

時
〜
17
時　

●
場
所 

カ
ミ
ー
リ
ヤ

●
申
込
方
法 

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
み　
●
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先 

健
康
推
進
課
☎(

９
２
０)

８
６
１
１
／

(

９
２
６)

６
０
０
６

定て
い

例れ
い

行ぎ
ょ
う

政せ
い

相そ
う

談だ
ん

●
相
談
内
容 

国
の
仕
事
、
県
・
市

町
村
が
国
か
ら
委
任
さ
れ
て
行
っ
て

い
る
仕
事
や
国
の
補
助
金
を
受
け
て

行
っ
て
い
る
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
の

意
見
・
苦
情
・
要
望
な
ど
の
相
談　

●
日
時 
６
月
６
日(

水)

、
13
時
～

16
時　

※
予
約
不
要　

●
場
所 

市

役
所
第
３
別
館
第
14
会
議
室　
●
問

い
合
わ
せ
先 

総
務
課
総
務
担
当
☎

(

９
２
３)

１
１
１
１

弁べ
ん

護ご

士し

に
よ
る
法ほ

う

律り
つ

相そ
う

談だ
ん

●
相
談
内
容 

金
銭
・
不
動
産
・
相

続
な
ど
の
日
常
生
活
の
法
律
相
談　

●
利
用
者 

市
内
在
住
の
人　

●
定

員 

毎
月
20
人　
●
相
談
場
所 

福
岡

県
弁
護
士
会
「
二
日
市
法
律
相
談
セ

ン
タ
ー
」
市
内
二
日
市
北
１-

３-

８

●
利
用
回
数 

年
度
内
１
回
ま
で　

●
利
用
方
法 

①
総
務
課
へ
電
話
で

申
し
込
む
、②
紹
介
状
を
受
け
取
る
、

③
二
日
市
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
に
電

話
し
、
相
談
日
時
を
予
約
す
る
。
相

談
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。
※
金
銭

相
談
の
う
ち
「
多
重
債
務
の
相
談
」

は
紹
介
状
は
不
要
で
す
。
直
接
、
二

日
市
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。　
●
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先 

総
務
課
総
務
担
当

☎(

９
２
３)

１
１
１
１

暮く

ら
し
の
困こ

ま

り
ご
と
相そ

う

談だ
ん

　
市
で
は
仕
事
や
心
身
の
状
況
な
ど

に
よ
り
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
の

相
談
を
受
け
て
、
支
援
員
が
一
緒
に

考
え
、
生
活
の
安
定
・
自
立
に
向
け

専
門
機
関
と
連
携
し
て
支
援
し
て
い

ま
す
。
本
人
だ
け
で
な
く
周
り
の
人

か
ら
の
相
談
も
受
付
し
ま
す
。
個
人

の
情
報
・
秘
密
は
守
り
ま
す
。
ひ
と

り
で
悩
ま
な
い
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
場
所 

市
役
所
第
２
別
館
１
階
保

護
課
窓
口　
●
受
付
時
間　
月
～
金

曜
日
の
８
時
30
分
～
17
時(

土
・
日

曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く)

●
問
い
合
わ
せ
先　
保
護
課 

保
護

１
担
当

定て
い

例れ
い

人じ
ん

権け
ん(
悩な

や

み
ご
と)

相そ
う

談だ
ん

所じ
ょ●

日
時 

６
月
１
日(
金)
、
10
時
～

15
時
※
予
約
不
要　

●
場
所 

筑
紫

野
市
役
所
第
14
会
議
室 
※
近
隣
で

の
開
催
は
、
６
月
１
日(

金)
春
日

市
役
所
、
大
野
城
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
太
宰
府
市
役
所
、
那
珂
川
町

役
場　

●
相
談
担
当 

人
権
擁
護
委

員　
●
相
談
内
容 

い
じ
め
・
差
別
・

虐
待
・
近
隣
や
家
庭
内
の
も
め
ご
と

な
ど
の
人
権
問
題 

※
福
岡
法
務
局

筑
紫
支
局
で
は
、職
員
が
毎
日(

土
・

日
曜
日
、
祝
日
除
く)

、
人
権
擁
護

委
員
が
月
・
水
・
金
曜
日
に
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。
全
国
共
通
人
権
相

談
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０(

０
０
３)

１
１
０　

●
問
い
合
わ
せ
先 

福
岡

法
務
局
筑
紫
支
局
☎(

９
２
２)

２

８
８
１

家か

庭て
い

児じ

童ど
う

相そ
う
だ
ん
し
つ

談
室

　
経
験
豊
富
な
家
庭
児
童
相
談
員
が
、

子
ど
も
に
関
わ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時 

平
日
の
９
時
〜
16
時　

●

場
所 

市
家
庭
児
童
相
談
室　

●
問

い
合
わ
せ
先 

▽
市
子
育
て
支
援
課

☎(

９
２
３)

１
１
１
１ 

▽
相
談
室

直
通
☎(

９
２
１)

１
３
０
８

青せ
い

少し
ょ
う

年ね
ん
で
ん電
話わ

相そ
う
だ
ん
し
つ

談
室
ヤ
ン
グ

テ
レ
フ
ォ
ン
ち
く
し
の

●
開
設
日
時 

月
〜
土
曜
日(

祝
日
除

く)

、
10
時
〜
18
時　

●
相
談
電
話

番
号 

☎(

９
２
３)

７
７
７
３　
●

メ
ー
ル
相
談 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
相

談
受
付
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
受
付

年ね
ん
き
ん
そ
う
だ
ん

金
相
談

●
日
時 

月
〜
金
曜
日(

祝
日
除
く)

●
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先 

市
国
保

年
金
課 

年
金
担
当
窓
口 

☎(

９
２

３)

１
１
１
１

ひ
と
り
親お

や

サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
相そ

う

談だ
ん

事じ

業ぎ
ょ
う

【
就
業
支
援
】 

来
所
相
談
と
出
張
相

談(

市
役
所
な
ど)

※
随
時
受
付

【
養
育
費
相
談
】
電
話
相
談
※
離
婚

協
議
中
の
人
も
相
談
可

【
無
料
弁
護
士
相
談
】
来
所
相
談

●
日
時 

▽
６
月
６
日(

水)

、
13
時
～

15
時　
▽
５
月
23
日(

水)

、
18
時
30

分
～
20
時
30
分　
●
定
員 

各
先
着
４

人【
共
通
】
●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先 

同
セ
ン
タ
ー(

ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ
内)

☎(

５
８
４)

３
９
３
１

く
ら
し
・
事じ

業ぎ
ょ
う

な
ん
で
も
相そ

う

談だ
ん

会か
い

●
日
時 

６
月
２
日(

土)

、
10
時
～

16
時(

受
付
15
時
30
分
ま
で) 

※
１

人
30
分
、
無
料
、
先
着
順
、
予
約
不

要　

●
場
所 

福
岡
市
健
康
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
あ
い
れ
ふ
10
階
講
堂(

福

岡
市
中
央
区)　
●
相
談
担
当
者 

公

認
会
計
士
、
税
理
士
、
弁
護
士
な
ど

10
専
門
職　

●
問
い
合
わ
せ
先 

福

岡
専
門
職
団
体
連
絡
協
議
会
事
務
局

☎(

４
７
３)

８
７
６
１

そ
う
だ
ん(

無
料)
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●問い合わせ先　上下水道工務課☎(９２３)７１１２

●水道当番業者(５月後半)
  緊

きんきゅう

急漏
ろ う す い

水時
じ

の水
す い ど う

道当
と う ば ん

番業
ぎょう

者
しゃ

  ５月
がつ

の納
の う ぜ い

税と納
のう

付
ふ

●病院などの都合で変更されることがありますので、市役所また
は消防署☎(９２４)５０３４で事前に確認してください。

  休
きゅうじつ

日の当
と う ば ん

番医
い 診療時間は9時〜17時

(小児科は9時〜23時)

５月20日（日)

５月27日(日)
☎(９２５)８１１１
☎(９２１)１０１１
☎(９２１)１０１１
☎(５７２)５５０３
☎(９２１)１０１１

 杉村内科クリニック
 福岡大学筑紫病院
 福岡大学筑紫病院
 あまがせ産婦人科
 福岡大学筑紫病院

二日市北
俗明院
俗明院
大野城市
俗明院

 みぎた消化器内科
 自衛隊福岡病院
 まなべ産婦人科医院
 福岡徳洲会病院

春日市
春日市
大野城市
春日市

☎(５８９)７５００
☎(５８１)０４３１
☎(５７１)４３０７
☎(５７３)６６２２

 小
し ょ う に

児救
きゅうきゅう

急電
でん

話
わ

相
そ う だ ん

談 19時〜翌朝7時

休日・夜間の急な子どもの病気の対処に迷っ
たときの電話相談です。携帯電話からも可。☎＃8000

休日急患歯科診療所　春日市　☎ (５７１)０11８
※�全ての日曜日・祝日・お盆・年末年始の歯科急患に対応して

います。

   歯
し

科
か

休
きゅう

日
じつ

急
きゅう

患
かん

診
しん

療
りょう

診療時間は9時〜16時

 救
きゅうきゅう

急電
でん

話
わ

相
そ う だ ん

談・医
い

療
りょう

機
き

関
かん

案
あん

内
ない

24時間・365日

急な病気やけがの対処に関する電話相談で
す。救急車の利用や最寄りの医療機関につ
いてアドバイスを行います。

☎＃7119

日程 業者名 電話番号
５月16日

〜５月20日
(有)ムサシ工業

昼 (９２８)３８６７
休日・夜間 080(2695)0565

５月21日
〜５月27日

中央設備(株)
昼

(９２３)１１４４
休日・夜間

５月28日
〜５月31日

(株)東筑設備工業
昼

(９８５)７４４５
休日・夜間

軽自動車税


ファミサポ学

がくしゅうかい

習会
｢子

こ

どもを元
げ ん

気
き

に育
そ だ

てる食
しょく

生
せ い

活
か つ

」
　心も体も大きく成長する幼児期は、食事が大切な役
割を果たす時期です。毎日の食事をどんなふうに心が
けたらいいのか一緒に考えてみませんか。
　ファミリー・サポート・センターちくしの(ファミサポ)
では、子どもの遊びや心理・健康などについて、学習
会を開催しています。ファミサポの会員以外の人でも
参加できます。
●日時　６月７日 (木)、10時～12時(受付９時45分～)
●場所　生涯学習センター学習室５

●講師　須賀 可奈子さん(管理栄養士)
●申込方法　ファミサポに電話またはＦＡＸでお申し
込みください。
※�子ども同伴では受講できません。託児(無料)の利

用を早めに申し込んでください。託児が多い場合は
お断りすることもあります。

●問い合わせ先
　ファミリー・サポート・センターちくしの
☎・ (９２１)１３９６(平日９時～18時)

編
集
後
記

　

３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

「
チ
ー
ム
ち
く
し
の
」。
掲
載
希
望

の
問
い
合
わ
せ
を
多
く
い
た
だ
き

順
番
待
ち
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
現
時
点
で
は
小
学
生
の
ク
ラ
ブ

の
掲
載
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
大

人
の
サ
ー
ク
ル
も
大
歓
迎
で
す
！

老
若
男
女
問
わ
ず
、
皆
さ
ん
の
元

気
を
「
広
報
ち
く
し
の
」
を
通
し

て
発
信
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ご
連

絡
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

(

広
報
広
聴
担
当 

木
村)



お誕生日 おめでとう！生 ま れ

広報ちくしの 平成30年5月15日21 問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。

５月

(５月４日生まれ) 光が丘
平
ひらやま

山晴
は な

菜ちゃん ２歳
(５月９日生まれ) 紫
山
やまぐち

口莉
り お

央ちゃん １歳
(４月１日生まれ) 上古賀
小
お だ

田彩
い ろ は

葉ちゃん １歳１歳

毎日できることが増えて頼もし
いよ★これからもよく食べよく
遊び、ぐんぐん大きくなぁれ♪

(５月５日生まれ) 石崎
中
なかやま

山夏
か え

依ちゃん ２歳

笑顔が素敵なかえちゃん★幸せ
いっぱいありがとう！すくすく
大きくなぁれ。おめでとう♪

(５月７日生まれ) 塔原東
高
たかまつ

松 駿
しゅん

ちゃん ２歳

２歳のお誕生日おめでとう！
ご飯モリモリ元気な駿、いつも
みんなに笑顔をありがとう。

(５月19日生まれ) 立明寺
下
しもがきうち

垣内 湊
みなと

ちゃん ２歳

人生のベテランから色々吸収し、
更なる飛躍を目指します。応援
よろしくお願いいたします！

(５月27日生まれ) 二日市南
櫻
さくらおか

岡 怜
りょう

ちゃん ３歳

いつもみんなを笑わせてくれる
りょう♪お誕生日おめでとう★
すくすく大きくなってね♥

(５月６日生まれ) 二日市西
杉
すぎ

 美
み そ ら

空ちゃん ３歳

みそらちゃん、おたんじょうび
おめでとう♪これからも元気に
たくさん遊ぼうね★

お誕生日おめでとう♥いつも可
愛い笑顔に癒されてるよ♪これ
からもすくすく成長してね★

祝１歳♥おめでとう！いつも沢
山の笑顔をありがとう♪いろん
なことに挑戦して楽しもうね！

元気に育ってくれてありがとう。
笑顔でいてくれてありがとう。
晴菜ちゃん、大好きだよ♥

(５月４日生まれ) 筑紫
佐
さ さ き

々木聖
ひ じ り

人ちゃん ３歳

新幹線が大好き♥な聖人くん★
３歳のお祝いに新幹線に乗って
旅行に行こうね♪

(５月８日生まれ) 石崎
井
いのうえ

上優
ゆ う し

志ちゃん ３歳

おたんじょうびおめでとう
弟想いのゆうくん　これからも
元気な笑顔をみせてね

(５月15日生まれ) 阿志岐
白
しらやま

山 優
ゆう

ちゃん ３歳

大好きな果物も妹に半分こで分
けてくれる優しいお兄ちゃん♥
皆そんな優くんが大好きです♥

●このコーナーの申込方法　★コーナー名、子どもの名前(漢字、ふりがな)、誕生日(年
月日)、保護者氏名、住所、電話番号を記載して申し込みください。★定員24人(各号12人、
超えた場合は抽選)※電話では受付していません。★８月生まれは、５月１日(火)〜20日
(日)に受け付けます。

★申込先　▽電子メール  hishokouhou@city.chikushino.fukuoka.jp　▽
(923)5391　▽郵送 〒818-8686(住所記入不要)筑紫野市役所秘

書広報課あて　★３歳まで ※申込時には、写真・コメントの添付は不要です。

(５月17日生まれ) 上古賀
松
まつゆき

雪寛
か ん た

大ちゃん

　　　　　　　　　　女性センター相談室（無料） 　お気軽にご相談ください。
相談窓口 相談内容 相談日時

総合相談 ◆電話相談
◆面接相談（要予約）

夫婦、ＤＶ、家族、職場での問題、人間
関係や生き方について 月〜金曜日、９時〜16時30分

女性弁護士
による
法律相談

◆面接相談（要予約）
　13時〜16時[1人30分]

夫婦、ＤＶ等人権侵害、相続、金銭や不
動産など法律に関する問題

６月12日（火）【５月30日から予約受付】
６月26日（火）【６月13日から予約受付】

●申し込み・問い合わせ先　人権政策・男女共同参画課 男女共同参画担当　☎（９１８）１３１１ ※６月25日(月)は休館

ちくし女性ホットライン(無料)
　身近な人からの暴力やセクハラなどについて
◆電話相談（祝日・年末年始を除く）
　月・水〜金曜日　12時〜19時、
　　　　　土曜日　10時〜17時
●相談電話番号　☎（５１３）７３３５

福岡県あすばる女性相談ホットライン(無料)
　上記総合相談の時間外はこちらへ
◆電話相談　◆面接相談（要予約）
　毎日 ９時〜17時（金曜日18時〜20時30分も可）
　（８月13日〜15日、年末年始を除く）
●相談電話番号　☎（５８４）１２６６



筑紫野市ツイッター
https://twitter.com/ChikushinoCity/

筑紫野市ホームページ
http://www.city.chikushino.fukuoka.jp/

筑紫野市フェイスブック
https://www.facebook.com/ChikushinoCity/
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ぶ
ん

か

く
ん

文
化
薫
道ど

う

〜
文
化
の
風
が
吹
く
ま
ち

　ち
く
し
の
〜

ー
其
の
二
十
九
ー

再さ
い

生せ
い

の
宝ほ

う

満ま
ん

山ざ
ん

平石坊の銘を刻む祠（ほこら）

　
古
代
か
ら
信
仰
の
山
で
あ
っ
た
宝

満
山
は
、
戦
国
時
代
の
争
乱
な
ど
で

江
戸
時
代
初
め
に
は
荒
れ
果
て
て
し

ま
い
、
修
験
の
山
と
し
て
成
り
立
た

な
く
な
っ
て
い
た
と
『
竈
門
山
旧
記

（
か
ま
ど
や
ま
き
ゅ
う
き
）』(

竈
門

神
社
所
蔵)

に
伝
わ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
宝
満
山
を
万

治
元(

１
６
５
８)

年
～
元
禄
元(

１

６
８
８)

年
の
間
、
宝
満
二
十
五
坊

の
衆
頭（
し
ゅ
う
と
う
）と
し
て
務
め

た
平
石
坊
弘
有（
こ
う
ゆ
う
）は
、

延
宝
元(

１
６
７
３)

年
の
宝
満
宮

草
創
一
千
年
祭
を
機
に
山
の
復
興
を

行
い
、
活
気
に
満
ち
た
宝
満
山
へ
と

よ
み
が
え
ら
せ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
宝
満
山
の
復
興
を
示
す
も
の

と
し
て
、
市
歴
史
博
物
館
で
展
示
し

て
い
る
市
指
定
有
形
文
化
財
「
寛
文

九
年
十
二
月
平
石
坊
権
大
僧
□
和
尚

銘
瓦
質
祠
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
祠

に
刻
ま
れ
た
文
字
か
ら
、
弘
有
が
寄

進
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　

隆
盛
し
た
宝
満
山
修
験
道
で
す

が
、
明
治
元(

１
８
６
８)

年
の
神

仏
分
離
令
に
よ
っ
て
、
修
験
者
た
ち

は
山
を
下
り
る
こ
と
に
な
り
存
続
の

危
機
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
志
あ
る
修
験
者
た
ち
に

よ
っ
て
明
治
22(

１
８
８
９)

年
に

峯
入
行(

山
中
修
行)

が
再
開
、
さ

ら
に
昭
和
57
年
に
は
筑
前
国
宝
満
山

修
験
会
が
結
成
さ
れ
、大
護
摩
供(

だ

い
ご
ま
く
・
野
外
の
護
摩
法
要)

も

復
活
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
5
月
27
日（
日
）に
竈
門
神

社
境
内
で
大
護
摩
供
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
機
会
に
宝
満
山
修
験
道
再

生
ま
で
の
歴
史
と
文
化
を
ぜ
ひ
、
ご

体
感
く
だ
さ
い
。

※�

「
□
」
は
欠
け
て
文
字
が
読
め
な

い
部
分
で
す
。

竈門神社境内での大護摩供の様子

問
い
合
わ
せ
先
／
文
化
財
課（
歴
史
博
物
館
内
）
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